
地域⽀援・医薬品供給対応体制加算に係る取組について

当院では、厚⽣労働省の後発医薬品使⽤推進の⽅針に従い、患者様のご負担軽減および医療保険制度の維持に貢
献することを⽬的として、後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使⽤促進に取り組んでおります。そのため、処
⽅内容に応じて後発医薬品を使⽤させていただく場合がございます。

また、医薬品の供給不⾜が発⽣した場合においても、適切な治療を継続できるよう、医薬品の供給状況を踏まえ
た対応体制を整備しております。同じ有効成分を含む他の医薬品への変更や、治療計画の⾒直し等を⾏う場合が
ございます。その際は、患者様へ⼗分な説明を⾏ったうえで対応いたします。ご不明な点がございましたら、主
治医または薬剤師までお気軽にお尋ねください。

後発医薬品（ジェネリック医薬品）とは

後発医薬品とは、先発医薬品（新薬）の特許期間満了後に製造販売される医薬品で、先発医薬品と同じ有効成分
を含み、品質・有効性・安全性が同等であることが確認された医薬品です。開発費⽤が抑えられているため、先
発医薬品に⽐べて薬剤費を軽減できる特徴があります。
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